


　ウィッグは脱毛症をカモフラージュする手段として広

く利用されているにもかかわらず、その患者心理への影

響についての統計学的な検討は現在までなかった。そこ

で演者らは脱毛症におけるウィッグの心理的QOLへの

効果について福祉用具心理評価スケール(PIADS)を用

いて検討した。ウィッグ使用中の男性型脱毛症(AGA)の

男性患者26名についてPIADSスコア合計はベースラ

インである0に比べて有意に増加し(p<0.001、マンホ

イットニーU検定)、心理的QOLがウィッグによって改善

することが証明された。また、そのようなQOLの改善は

効力感、積極的適応性、自尊感の3因子においても示さ

れた。さらに、PIADS合計点数、効力感、積極的適応性、 

自尊感のいずれもウィッグ装着時の見た目への満足度を

評価したVASスケールと正に相関した(p<0.05、スピ

アマンの順位相関係数)。PIADSスコア合計、効力感、 

積極的適応性はノーウッド-ハミルトン分類によるAGA

重症度と正に相関した (p<0.05、スピアマンの順位相

関係数)。また、ウィッグ使用中の49名の円形脱毛症

(AA)の女性患者の調査では PIADSスコア合計はベー

スラインである0に比べて有意に増加しており 

(p<0.001、マンホイットニーU検定)、効力感、積極的

適応性、自尊感の3因子ともに増加していた。これによ

り、 心理的QOLがウィッグもしくはヘアピースによって

改善することが証明された。PIADS合計、効力感、積極

的適応性、自尊感のいずれもウィッグ装着時の見た目へ

の満足度を評価したVASスケールと正に相関した 

(p<0.05)。さらに女性型脱毛症(FPHL)女性患者20

名ではPIADSスコア合計、効力感、積極的適応性、自尊

感の3因子はともにベースラインである0に比べて有意

に増加していた (p<0.001、マンホイットニーU検定)。 

前述のようにAGAおよびAAのいずれにおいても

PIADS合計、効力感、積極的適応性、自尊感がウィッグ

装着時の見た目への満足度を評価したVASスケールと

正に相関していたが、FPHLではこれらの相関は見出せ

なかった。

以上より、脱毛症においてウィッグは使用者の心理的

QOLを有意に改善し、その心理的効果のためには整容

的満足が重要であることがわかった。本研究により臨床

的エビデンスに基づいたアドバイスとして脱毛症患者に

ウィッグを勧めることが可能となった。
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